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職 場 の 問 題 点
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サ ー ビ ス 労 働 告 発 の 年 令 別 分 類
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2 5 未 満 25 - 3 4 3 5 - 4 4 4 5 - 5 4 5 5 以 上

日
立
関
連
職
場
で
寄
せ
ら

れ
た
「
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
１
８
８
人
の
回
答
を
集
計

し
た
結
果
、
23
％
の
人
が
サ
ー

ビ
ス
残
業
が
あ
る
と
訴
え
て

い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
残
業
の
実
態
を

告
発
し
た
年
齢
構
成
は
下
図

の
よ
う
に
、
30
歳
前
後
で
47

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

あ
る
事
業
所
で
の
急
死
さ

れ
た
月
俸
者
の
家
族
か
ら
の

訴
え
で
「
過
労
死
」
と
し
て

労
災
認
定
さ
れ
、
労
働
基
準

監
督
署
よ
り
、
再

発
防
止
に
向
け
て

の
指
導
が
あ
り
、

始
業
・
終
業
の
労

働
時
間
の
「
自
己

責
任
」
で
の
申
告

が
こ
の
３
月
か
ら

月
俸
者
に
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

全
て
の
労
働
か

ら
サ
ー
ビ
ス
残
業

根
絶
さ
せ
る
た
め

に
全
力
を
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

さ
ら
に
「
要
求

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で

職
場
の
問
題
点
の

ト
ッ
プ
に
「
賃
金

が
下
が
る
」
を
訴

え
て
い
ま
す
。

賃
金
制
度
に
つ

い
て
会
社
は
「
成

果
主
義
や
職
種
別

の
評
価
の
仕
組
み

を
進
化
さ
せ
た
い
」
「
全
員

が
一
律
に
昇
給
し
た
り
、
平

均
値
を
議
論
す
る
時
代
で
な

い
」
と
主
張
し
、
今
後
の
協

議
で
定
期
昇
給
な
ど
の
改
悪

を
企
み
、
実
質
的
賃
下
げ
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

労
働
組
合
の
果
た
す
役
割

が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

2003年03月19日 むさしNet 第32号 (1）

サ
ー
ビ
ス
労
働
根
絶
に
全
力

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす
（連絡先） 日立武蔵の会
＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男
＊電話・FAX ; 042-394-0937
＊ﾒｰﾙ;hitachikon@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

三
月
八
日
は
国
際
婦婦

人
デ
ー
。
「
女
性
の
権権

利
と
国
際
平
和
の
た
めめ

の
国
連
デ
ー
」
と
位
置置

づ
け
ら
れ
今
年
で
九
三三

回
目
と
な
る
。
今
年
は
、、、、、、

イイイイ
ラ
ク
攻
撃
の
緊
張
の
も
とと

でででで
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
でで

もももも
戦
争
反
対
の
集
会
が
行
わわ

れれれれ
た
。
私
は
、
都
内
で
行
わわ

れれれれ
た
国
際
婦
人
デ
ー
中
央
大大

会会会会
に
参
加
し
た
。
ス
ロ
ー
ガガ

ンンンン
は
「
世
界
の
女
性
と
連
帯帯

しししし
、
輝
け
日
本
国
憲
法
の
旗旗

かかかか
か
げ
い
の
ち
、
く
ら
し
、、

権権権権
利
守
ろ
う
」
。
１
３
０
００

人人人人
が
集
ま
っ
た
。
「
戦
争
がが

でででで
き
る
国
に
さ
せ
な
い
た
めめ

にににに
」
と
題
し
て
の
高
橋
哲
哉哉

氏氏氏氏
の
講
演
は
憲
法
九
条
を
守守

るるるる
こ
と
の
大
切
さ
が
こ
め
らら

れれれれ
て
い
た
。
ま
た
、
地
域
やや

職職職職
場
で
リ
ス
ト
ラ
、
不
況
のの

もももも
と
で
く
ら
し
を
良
く
す
るる

たたたた
め
頑
張
っ
て
い
る
報
告
がが

ささささ
れ
た
。
国
際
連
帯
と
し
てて

スススス
ピ
ー
チ
し
た
元
ア
メ
リ
カカ

海海海海
兵
隊
員
の
方
は
「
核
兵
器器

をををを
作
っ
た
の
も
男
性
、
戦
争争

をををを
し
た
が
っ
て
い
る
大
統
領領

もももも
男
性
、
国
連
に
女
性
が
も
っっ

とととと
い
た
ら
戦
争
は
起
こ
ら
なな

いいいい
だ
ろ
う
」
と
の
言
葉
は
私私

のののの
胸
を
打
っ
た
。
（
Ｓ
）

集積回路

定定定定定定定
期
昇
給
見
直
し
は

賃
下
げ
に
つ
な
が
るるるるる



１
、
大
企
業
の
賃
下

げ
攻
勢
と
「定
昇
廃

止
」
の
広
が
り

03
春
闘
に
お
け
る
「
定

昇
廃
止
」
提
案
は
、
Ｖ
字

型
の
収
益
改
善
、
大
幅
な

黒
字
決
算
の
も
と
で
、
制

度
変
更
に
よ
る
「
恒
久
的

な
賃
金
切
り
下
げ
」
で
あ

り
、
「
賃
下
げ
の
制
度
化
」

と
い
っ
て
も
よ
い
も
の
で

あ
る
。
そ
の
政
策
は
、
わ

が
国
「
賃
金
破
壊
」
の
過

程
を
、
さ
ら
に
格
段
に
深

刻
な
局
面
へ
と
導
く
に
ち

が
い
な
い
。

２
、
「
定
昇
廃
止
」
は

何
を
も
た
ら
す
か

定
昇
の
実
施
は
賃
金
水

準
を
引
き
上
げ
る
も
の
で

は
な
い
。
定
昇
が
実
施
さ

れ
な
け
れ
ば
、
生
涯
賃
金

で
見
た
基
本
給
が
低
下
し
、

賃
金
支
払
い
総
額
が
大
幅
に

減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

生
活
設
計
を
根
底
か
ら
覆
す

も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

３
、
「
定
昇
廃
止
」政

策
が
意
図
す
る
も
の

①
賃
金
の
個
別
賃
金
化
を

す
す
め
る
。

②
労
使
協
定
に
基
づ
か
な

い
「
個
別
昇
降
給
」
制
度
。

③
人
件
費
は
収
益
の
残
さ

れ
た
原
資
か
ら
充
当
さ
れ
る

べ
き
と
の
考
え
。

４
、
「定
昇
廃
止
」
問

題
と
大
企
業
の

社
会
的
責
任

「
定
昇
廃
止
」
は
、
「
従

業
員
の
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
」

を
破
壊
す
る
こ
と
で
あ
り
、

財
界
は
、
ま
ず
こ
の
「
定
昇

廃
止
」
政
策
を
撤
回
し
、
社

会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
。

５
、
労
働
組
合
運
動
の

責
務
と
課
題

①
賃
金
制
度
の
公
正
さ
確

保
を
著
し
く
困
難
に
す
る
。

②
労
働
組
合
の
産
業
別
団

体
交
渉
機
能
を
弱
め
る
。

③
集
団
的
労
働
協
約
が
空

洞
化
し
、
労
働
組
合
の
存
在

価
値
を
脅
か
す
。

「
定
昇
廃
止
」
提
案
は
、

労
働
組
合
の
同
意
に
よ
る

労
働
協
約
の
変
更
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
り
、

労
働
組
合
が
決
定
権
を

握
っ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。

（
谷
口
）
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内容もよくわからず「戦場のピアニスト」

を観に行きました。ユダヤ人と言うだけで

集団生活をさせられたりして迫害にあい、

そして女、子ども、老人等が列

車にかんずめにされ、もう二度

と帰れる事がないまま発車して

いくシーン。同じ人間なのに人

間が人間以下になってしまう。

本当に何とおそろしい事かと思

いました。

主人公のピアニストは、偶然

にも運が良かったのかよい人達に巡り合い、

生生きき延延びびらられれたたがが、、いいかかにに究究極極のの中中でで生生きき

てくのが困難かがよくわかりました。今の

生活で思う存分食べたり、飲んだりしてい

る事がなんと平和かと噛み締めました。

最後のシーンでピアニストが

はればれした顔で演奏している

姿をみて、やはり戦争が終わり、

平和がこなければよい演奏もで

きないし、聞けないものだと思

いました。

今、イラク問題等ですぐにで

も戦争がぼっ発しかねない中、

この映画は一石を投じると思います。ぜひ

観観るるここととををおお勧勧めめししまますす。。 （（ＭＭ））

｢

定
昇
廃
止｣

を
ハ
ネ
返
そ
う

３
月
４
日
都
内
で
「
定
昇
廃
止
」
論
の
意
味
を
問
う
を
テ
ーーーー

マママママ
に
し
た
、
労
働
総
研
の
緊
急
研
究
例
会
が
行
な
わ
れ
、
参参参参

加加加加加
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

戦戦戦戦戦戦戦場場場場場場のののピピピピピピアアアニススストトトトををををををを鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑賞賞賞賞賞賞賞賞ししししててて



現
在
（
日
立
超
Ｌ
）
で

は
、
処
遇
制
度
の
大
幅
な

見
直
し
が
急
速
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
寮
・
社
宅

の
入
居
条
件
や
料
金
の
改

定
、
退
職
金
制
度
の
見
直

し
、
共
済
会
制
度
の
廃
止
、

な
ど
従
業
員
の
意
見
を
十
分

に
集
め
な
い
う
ち
に
制
度
の

改
定
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

様
々
な
弊
害
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

食
事
委
託
料
問
題

福
利
厚
生
制
度
の
改
定
で

は
、
寮
費
値
上
げ
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
る
食
事
委
託

費
の
寮
使
用
料
へ
の
繰
り
入

れ
が
喫
食
設
備
の
無
い
借
り

上
げ
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い

て
も
適
応
さ
れ
る
、
な
ど
の

問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
特

に
借
り
上
げ
ア
パ
ー
ト
の
寮

で
は
「
管
理
人
さ
ん
が
い
な

い
」
「
食
事
が
出
な
い
」
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
寮
と

同
じ
料
金
が
適
応
さ
れ
る
こ

と
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

借
り
上
げ
社
宅
問
題

借
り
上
げ
の
社
宅
に
入
居

中
の
従
業
員
か
ら
は
「
組
合

か
ら
の
チ
ラ
シ
に
書
い
て
あ

る
こ
と
が
普
通
の
社
宅
に
つ

い
て
の
み
な
の
で
、
自
分
達

が
ど
う
い
う
扱
い
に
な
る
の

か
わ
か
ら
な
い
」
と
の
意
見

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

職
場
の
理
解
が
な
い

退
職
金
制
度
の
見
直
し
・

共
済
会
廃
止
に
つ
い
て
も
、

退
職
金
の
切
り
下
げ
や
共
済

会
の
一
般
貸
付
・
奨
学
金
貸

付
の
廃
止
な
ど
、
重
要
な
改

定
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

十
分
な
検
討
を
す
る
時
間
が

保
証
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

従
業
員
の
理
解
が
得
ら
れ
た

と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

今
回
の
処
遇
制
度
見
直
し

は
、
従
業
員
に
大
幅
な
負
担

増
を
求
め
て
い
る
だ
け
に
、

十
分
に
議
論
の
時
間
を
保
証

し
、
納
得
の
ゆ
く
結
論
と
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

（
メ
ー
ル
投
稿
を
頂
き
、

見
出
し
は
編
集
部
に
て
）
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１１９番は黒電話で
春の火災予防運動です。消火器の使い方や火災の

話しは職場でもよくあります。119に電話をかける時

は携帯電話より、黒電話からかけたほうがいいとい

うことをご存知でしょうか。家庭電話から119にかか

ると消防署のモニターにすぐに電話の有り場所の地
図が写し出され、場所が特定できてすぐに出動でき

ます。携帯電話からの１１９は場所が特定できない

ため、目印になる建物を聞いて地図で探しださねば

ならないため出動がそれだけ遅れてしまいます。手

元にある携帯電話のほうが便利そうですが、家の中

から掛けるときには家庭電話からかけましょう。か

ける必要がないのが一番ですが。（Ｍ子）

（
日
立
超
Ｌ
）職
場
の
続
報

急
激
な
見
直
し
に
様
々
な
弊
害
が

シ
ュ
ン
ト
ウ
い
ろ
い
ろ

が
ん
ば
っ
た
春
闘
だ
っ
た

Ａ
労
組

ま
た
た
く
間
に
終
わ
っ
た
瞬
闘
だ
っ
たＢ

労
組

あ
と
ず
さ
り
し
っ
ぱ
な
し
の
逡
闘
だ
っ
た

Ｃ
労
組

休
憩
室



要
求
の
出
し
方

03
春
闘
は
、
職
場
の
実
態

と
声
を
無
視
し
た
か
た
ち
で

「
ベ
ア
ゼ
ロ
」
の
要
求
と
し

た
。
当
初
か
ら
、
賃
上
げ
要

求
を
し
な
い
と
経
営
側
に
つ

け
込
ま
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
経
営
側
は
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
要
求
さ
れ
る
と

「
と
ん
で
も
な
い
」
と
主
張

し
て
く
る
。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

を
要
求
し
な
い
と
「
定
期
昇

給
」
も
見
直
し
を
し
な
け
れ

ば
と
、
追
い
討
ち
を
か
け
て

く
る
。
労
働
組
合
は
、
経
営

の
実
態
か
ら
要
求
を
組
立
て

る
の
で
は
な
く
、
職
場
の
実

態
か
ら
組
立
て
る
こ
と
が
重

要
と
感
じ
て
い
る
。
（
Ｔ
）

ル
ネ
サ
ス
設
立
へ

い
よ
い
よ
ル
ネ
サ
ス
設
立

ま
で
１
カ
月
を
き
り
、
職
制

も
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
４
月

１
日
付
け
で
は
、
一
部
分
の

異
動
で
仕
事
内
容
に
も
そ
れ

ほ
ど
の
変
化
は
な
さ
そ
う
で

す
。
で
も
、
赤
字
発
足
と
の

事
で
す
か
ら
、
今
後
ど
う
再

編
さ
れ
る
の
か
不
安
が
つ
き

ま
と
い
ま
す
。

（
Ｉ
）

過
重
労
働
防
止

労
働
時
間
管
理
の
徹
底
の

話
し
が
職
場
に
伝
達
さ
れ
て

い
る
。
月
俸
者
に
も
、
過
重

労
働
防
止
の
た
め
３
月
分
よ

り
日
々
の
始
業
・
終
業
時
刻

を
「
自
己
責
任
」
と
し
て
勤

休
時
間
の
入
力
を
行
な
う
こ

と
に
な
っ
た
。
あ
わ
せ
て

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
発
生
し

な
い
様
に､
労
働
時
間
は
申

請
し
て
下
さ
い
」
と
の
こ
と
。

働
い
た
時
間
は
正
し
く
Ｐ
Ｃ

入
力
し
、
過
労
死
と
背
中
合

わ
せ
の
長
時
間
労
働
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
と
感
じ
た
。（

Ｈ
）

人
的
資
源
に
も

明
る
さ
を

半
導
体
グ
ル
ー
プ
は
、
02

年
度
が
赤
字
決
算
に
な
り
そ

う
と
の
事
で
消
耗
品
の
発
注

が
止
め
ら
れ
ま
し
た
。
つ
い

先
日
ま
で
も
節
約
の
日
々
で

し
た
。
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わ
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。
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め
、
国
債
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規
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回
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ど
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て
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ととと
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て
お
り
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り
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で
す
。
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分社化後０３春闘で
労働条件低下を提案

昨年１０月に分社化された茂原工場、

日立ＤＰとして初めての03春闘が取り

組まれています。ところが、日立ＤＰは、

赤字状況を反映して「労働時間の15分

延長（年間60時間分のただ働きに相当）」、
「交替勤務手当の減額（固定額に変更

になり年配者大幅減収）」、「交替勤

務形態の変更（年間労働時間の増大に

つながる）」「残業手当の５％減額」

などの改悪提案を行なってきています。
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